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１ ウェルビーイング県民意識調査及び指標の策定（概要）

（１）県民意識調査の概要

ウェルビーイングに関する県民共通の意識傾向を探り、どのような要素が

県民のウェルビーイングに結びつきやすいかの分析を行う。

富山県成長戦略アクションプラン
【真の幸せ（ウェルビーイング）戦略】 ①県民のウェルビーイングの向上、多様性の促進
ウェルビーイング調査・普及啓発事業
…ウェルビーイングの向上に向けて、これを測る指標を設定するとともに、県民のウェルビーイングを推進するための取組みを促進

＜予 定＞
対 象：県民 5,000人（予定）を年代別に無作為抽出し、調査を実施

時 期（予定）： ９月頃 調査実施
→ １０～１１月 集計・分析、指標の検討
→ １２月 調査結果、指標の公表

実施方法：郵送により調査票を配布（回答は郵送又はウェブ）



内容（ポイント）：

〇生活での、ウェルビーイングに関連する項目への主観的な「実感」を問う

①総合的な実感

→現在だけでなく、過去・未来の時間軸を意識

②心や身体の状態、生きがいなどへの自分自身の意識 及び、

家族、職場、地域等との「つながり」での、人間関係、居心地などの

意識・実感

→個人の意識階層を考慮（マズローの欲求５段階説等参考）

③基本属性（年齢、性別、家族構成など）→ 主観的な実感との関連を探る

※設問内容は、ウェルビーイングに関する各種研究や他事例なども参考に構成
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ア 「時間軸」を意識

①今の自分②過去の自分 ③未来の自分

※現時点の実感だけではなく、現在を起点にし、過去・未来との相対評価を行う
→ 時間の経過を意識することで、「持続的な」幸せ、ウェルビーイングをとらえる

（参考）調査・指標作成にあたっての３つの観点（時間・内面の階層・つながり）
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イ 「個人の内面の階層」を意識（cf.マズローの欲求５段階説）

生理的欲求

安全欲求

社会的欲求

承認欲求

自己超越欲求
自己実現欲求

③ウェルビーイングを「支える」

①ウェルビーイングを「高める」

②ウェルビーイングを「広げる」

身
体
的

精
神
的

社
会
的

心身の健康
衣食住の安定
健全な環境 など

人間関係
家庭・友人・仕事・
学校・地域 など

やりがい、達成、
没頭、挑戦、貢献など

（参考）調査・指標作成にあたっての３つの観点（時間・内面の階層・つながり）
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ウ 自分を起点とする社会との「つながり」を意識

①自分

②家族（家庭）

③恋人・友人（交友関係）

④学校・仕事など

⑤近所・住んでいる地域

⑥市町村・県

「個のウェルビーイング」に着目しつつ、
一人ひとりの目線からの
「社会のウェルビーイング」にもアプローチ

“一人ひとり”のウェルビーイングを支え、高めることができる社会に。
社会のウェルビーイングを支え、高めることができる”一人ひとり”に。

（参考）調査・指標作成にあたっての３つの観点（時間・内面の階層・つながり）
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（２）指標の策定

〇県民意識調査の結果等をもとに、本県のウェルビーイングの状況を

見るための具体的な指標を策定する。

〇指標により、本県のウェルビーイング状況を今後継続的に把握し、

ウェルビーイング向上に資する施策の検討・実施につなげていく。

〇また、指標によりウェルビーイングの状況を分かりやすく提示することで、

県民へ一層の普及を図る。



本調査のほか、課題となっている若い世代の女性のウェルビーイング向上に

関して、ウェルビーイング、男女共同参画の観点から、別途調査を実施
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（３）関連調査



２ ウェルビーイングに関する普及啓発

〇県政番組「幸せのカタチ ～とやまで自分らしく～」（月曜21:54～放送）

…富山でいきいきと自分らしく暮らしている方を紹介

〇県広報紙「県広報とやま」

（8/7発行予定、新聞折込で全戸配布）で

ウェルビーイングを特集 等

このほか、県職員自身のウェル

ビーイングへの意識を高めるため、

庁内向け広報「さあ みんなで

考えよう！ウェルビーイング」を

６月から実施 「県広報とやま」


